「へ ェ、 チヨ イト ごめんな すッ て」 

という 手 ツキ をしながら 二 コャ 力に 近づいて 行く と 

あんまり 何でもない 様子で あるから、 豪傑 はふと 戸 

惑って、 ハ テナ、 ォレの 後に 銭湯で も あるの かナ、 と 

実に 一瞬の 隙間。 殺気と 殺気の 中間に はさまった 絹糸 

の 細 さほどの ュ ルミで あるが、 そこ を 狙って 空気の よ 

うに 忍び こむ。 ふと 豪傑が 気が つ いた 時 は 鼻 介 は 二 コ 

二 コと 槍の 長さよりも 短い 円周の 中へ チャンと はい つ 

ていたの である。 ここが 手練、 ィャ ィャ、 武芸の 極意 

という もの だ。 ニコ ャ 力に 何でもな いような、 むしろ 

ダ ラシない ような 歩き ッ ぶり だが、 - J の 裏に ある 心 法 



て 遠く及ばない。 そのころ はォ リム ピックがなかった 

から 仕方がな いが、 百 米 から マラソンまで 鼻 介の 記 

録を 破る 者 は 今でも いないと いう ほどの イダ 天で ある _ 

けれども、 そう 離して は 相手が ついて こない から、 切 

先から 五六 寸 だけ 間 を もたせて 鬼ごっこ をす る。 名人 

になる と 全身に 鉄 を 感じる 作用が そなわる から、 後 を 

見なくても 敵の 刀の 位置が わかる ので ある。 つまり 術 

と鍊 磨に よ つ て 電波探知機 を 身に そなえて いるので あ 

る。 敵 はそうと は 知らない からもう 一 息で 芋剌 しに、 

と 夢中で 追う。 一 人に だけ 追わせる と 他の 者が 退屈し 

て 諦める かも 知れない から、 ヒョィ と 身 を かわして 横 



め、 一度 ヒドィ 目にあわせて 鼻を折って やりたい もの 

だと 考えて いた。 

城下町から 三 里 ほど 離れた ところに 由利団 右衛門と 

いう 分限者が いた。 どれく らいの 大判 小判 を 持って い 

るか 見当が つかない。 一枚ず つ 並べる と 海 を 渡って 佐 

渡までと ど いて 島 を 七 巻きす るそう だと いう 話で ある _ 

代々 の 殿様 は 勝手 許 不如意の 時には 代々 の団 右衛門 か 

ら金を かりる。 決して 返す ことがない が、 借金と いう 



ォ 君の S を 狙って 魂 をぬ き あげられて いるから、 ァネ 

サ ども は 怒り 心頭に 発して いるので ある。 

したが つ て 鼻 介の 情報 は 彼の 自負 通り 正確 丁寧、 水 

ももら さぬ 趣きが あるが、 実に 出 所が 厳正、 これ 以上 

に 真相 を 語る 者の 有りうべ からざる ところから 出て い 

るの だから、 アン ニヤ も オン チヤ も ァレョ と 慌て ふた 

めくば かり、 口惜しい けれども、 どうに もなら ない。 

高枕に 高 イビ キで 安眠で きる 者が 一 人 も いないの であ 

る。 

田舎 は 算数の 大家が そろって いるから、 

「物 は 相談 だが」 



ずの オト トの話 もォカ 力の 話 もき いた ことが ねえ もん 

だ。 そんげ の オト トとォ 力 力が 居る がん だれば、 オメ 

様の 代りに オト トとォ 力 力に きても ろて 鼻 介の 野郎 を 

くらす けても ろた 方が 話が 早え わ。 安心し なれて。 あ 

の 野郎 を くらす けても 文句ので ねよう な 方法が、 ここ 

に 一 つ あるがん だ」 

そこで 一 同 は 額 を 集めて 密議 を 重ねる。 めでたく 相 

談 がまと まって、 その 晚は 前祝いに 充分 のんで、 一同 

アン ニヤの 総代の ゥチに 泊り こむ。 

さて、 翌朝に なった。 この 村 は 鼻 介が ォ トキの 妾宅 

へ 通う 道に 当ってい るから、 一同 は id 度 を ととのえて 
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